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新型コロナウイルス感染症の予防に努めましょう！
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だれでも食堂のご案内

　浦臼の野菜をできるだけ使用して月に１回町民が開く、町民のための食堂です。
　新型コロナウイルス感染症対策により予約制での開催といたしますので、事前に申込みが必要となり
ます。マスク着用のうえ、ぜひお越しください！
日　　時：１１月２１日（土）１１:３０～１３:３０
　　　　　※１１:３０から３０分ごとの時間予約制です。
メニュー：肉じゃが・焼き魚・ご飯（新米）・みそ汁
料　　金：大人２００円　１８歳以下無料
※新型コロナウイルスの感染状況等により、中止となる場合があります。

開催場所：ふれあいの家（中央団地敷地内）
申 込 先：電話０９０－２８１１－８１９６
　　　　　　　　　　　　　代表　鎌田眞美

百歳高齢者「内閣総理大臣祝状」の贈呈

　９月の「老人の日・老人週間」に、今年度満百歳を迎えられる丸尾スヱさん、森川敏枝さん、向井タミさん、
田中節子さんに内閣総理大臣より祝状と記念品の銀杯が贈られました。　
　町長より伝達された方は笑顔で受け取られていました。　
　みなさん本当におめでとうございます。これからもお元気でお過ごしください。

丸尾スヱさん 森川敏枝さん

浦臼小学校「１日防災学校」

　１０月２６日（月）、児童の防災意識の向上
や命を守る行動の実践を目的に、浦臼小学校で
「１日防災学校」が実施されました。
　屋外グラウンドへの避難訓練や浦臼消防団に
よる放水作業の見学を行い、その後体育館で段
ボールベッドの組立てを体験しました。
　体験終了後、防災士の足立昌俊さんによる防
災講話が実施され、足立さんは「地震が発生し
たときは最初にどう行動するべきか覚えてほし
い。いつも生き抜くための行動ができるよう心
がけてほしい」と話していました。

こども園カボチャづくり

　１０月２６日（月）、認定こども園なかよし
の２歳児から５歳児の園児２９名が、町内の農
業者から提供されたカボチャを使用し、ハロウ
ィンのカボチャづくりに挑戦しました。
　各組ごとに可愛らしい小さなサイズのカボチ
ャに紙で作った目・口・鼻を貼り付け、２９個
のジャック・オ・ランタンが完成しました。今
回作られた作品は、１０月３１日の発表会まで
園の玄関や教室入口に展示されていました。
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浦臼町民移動芸術鑑賞会
『コーラスライン』

芸術鑑賞バスツアー参加募集のお知らせ

令和２年度　浦臼町社会教育事業

　コロナウイルスの感染症予防の為、今年度は多くの事業が中止・延期となっていますが、教育委員会
では、劇団四季によります『コーラスライン』の移動芸術鑑賞バスツアーを実施いたします。
　日本初演から４０年以上に亘って上演されている人気の作品で、北海道での上演は１０年ぶりです。
ダンサーたちの物語で、圧巻のダンス・ＣＭ音楽などでもおなじみの名曲にも出会えるミュージカルで
す。
　北海道四季劇場の閉幕で寂しく思われていた方、また劇団四季の感動に出会えるチャンスです。みな
さんの参加をお待ちしています。
　今年度は、コロナウイルス感染症により、密を防ぐ予防対策として、募集人数を２０名としています
が、昨年に引続き、子供（小学生４年生以上）のみの参加枠も設けております。
　今後のコロナウイルス感染症の感染状況によっては、開催が中止することもございますので、その際
はご理解いただきますようよろしくお願いします。

記
１．開催期日　令和２年１２月１３日（日）
２．実施場所　札幌市教育文化会館
　　　　　　　（札幌市中央区北１条西１３丁目）
３．鑑賞内容　劇団四季ミュージカル『コーラスライン』
４．参 加 料　１人　２,０００円
５．集合時間　午前８時５０分　浦臼町役場（出発は午前９時００分）

６．募集人数　小学生以上の町民　　２０名（先着順とします）
　　　　対象 ・小学３年生以下については、保護者同伴とします。
　　　　　　・小学４年生以上は、「保護者なし」でも参加できます。
　　　　　　・小学生のみの参加者枠は、「５名」までとします。
７．受付期間　令和２年１１月１７日（火）～２７日（金）　
８．受付時間　午前９時００分～午後５時００分まで（電話のみの受付とします）
９．そ の 他　・観劇時間は、午後１時００分～午後３時２５分（途中休憩なし）
　　　　　　　・昼食は到着後会場近くで各自おとりください（バス内禁止）
　　　　　　　・昼食場所については、希望があればバス内で斡旋いたします。

◆問い合わせ・申込み先　浦臼町教育委員会社会教育係　　TEL６８－２１６６

撮影　下坂敦俊

撮影　下坂敦俊
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アンケート調査結果報告（２回目）

　令和２年４月から６月にかけて空知中部広域連合と合同で行った「介護予防・日常生活圏域ニーズ調
査」にご協力いただき、ありがとうございました。同時に実施した浦臼町独自調査の結果を先月に引き
続きお知らせいたします。［長寿福祉課　介護福祉係］

２．アンケート回答の考察
問２　外出時の移動手段について
（１）外出手段（％）　　　　＊前回調査とは、２００７年度に実施した同タイトルの調査です。

　前回調査との比較では、自動車の利用者が
増えています。
　男性は「自動車」が７９.４％と断然多く、
女性の２倍近い値となっており、女性は「自
動車」「徒歩」に次いで「他人が運転する自動
車」となっていました。
　「自動車」と「自動車（他人が運転）」を合
わせると８割以上を占め、特に６０歳代、７
０歳代が多数を占めていました。
　免許返納後や夏場のみ運転している方の冬
期間の移動手段に不安を抱えている方がいま
した。
　「タクシー利用」は、乗合、乗合以外ともに「町
営バス利用」より多い結果でした。「電車利用」

は、３年前より大幅に減少していました。
　「徒歩」「自転車」「自動車」など自分で移動する方は７０歳代以下では６割以上であり、年齢が上が
るにつれて、公共交通機関の利用者が増えていました。８０歳代を過ぎると自動車利用が減り、タクシ
ーやバスの利用者が多い結果となっていました。９０歳代については徒歩を選択した方はおらず、乗合
タクシーの利用率が高くなっていました。

（２）移動手段を利用する際の困りごと
１位　特に困りごとはない　３６.２％
２位　タクシーが土日利用できない　３３.０％
３位　利用したい時間にバス・乗合タクシーがない　１５.０％
　調査時の選択肢は上記の他に「町営バスが土日利用できない」「自宅からバス停までの距離が遠い」「乗
合タクシーの利用方法がわからない」「混乗型スクールバスの利用方法がわからない」「町外に外出する
際の交通費の負担が大きい」「町外に外出する際の交通機関の乗り換えが大変である」「乗合タクシーの
待ち時間が長い」「その他」でした。
　「特に困りごとはない」と回答された方は、自動車を利用されている方が多く、特に６０歳代、７０
歳代が多い結果となっていました。
　男性で「困りごとはない」と回答した方は４７.７％で、女性の２６.６％に比べ多かったです。全て
の問いに対して、男性よりも女性の方が困りごとがある結果となっており、女性の方が自動車を運転す
る割合が低く「外出時の移動手段」が困りごととして多い結果となっていました。
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　「タクシーが土日利用できない」「町営バスが土日利用できない」と回答した方の割合は、３割以上と
なり、自動車の運転をしない女性、８０歳代、９０歳代の方の土日の移動手段がない状況がみられました。
　「利用したい時間にバス・乗合タクシーがない」と回答されたのは、どの年代でも多かったです。９
０歳代になると、自宅からバス停までが遠く、経済的な負担も困りごととして目立っていました。
　土日の公共交通機関の利用ができないことや乗り継ぎの時間が合わないなどに対して不便を感じ、乗
り継ぎを行わない直行便を希望している方もいました。
　今後の生活の不安でも移動手段は上位に上がっており、移動手段の不便さに伴い、買い物や病院受診
等の不便にも繋がっていました。
　ＪＲ札沼線が廃線となり、利用されていた方にとっては利用できる移動手段が減っています。ＪＲ廃
線後の代替バスは運行していますが、札幌まで行くのに２回乗り換えるのが大変との意見が少数ではあ
りますが出ていました。
　自由記載からも、タクシーの土日祝日利用に対する要望や乗合タクシーの利用時間の拡充の意見があ
りました。バスについても利用時間や経路の拡充、砂川までの直行便の要望がありました。

浦臼町の介護保険制度以外の高齢者等支援サービスのご紹介②

　１、福祉有償運送サービス
　　　　　　対象：浦臼町民で　①身体障害者手帳１級２級の方　
　　　　　　　　　　　　　　　②要介護認定を受けている方で要介護１・２・３・４・５の方
　　　　　　　　　　　　　　　③その他肢体不自由・内部障がい（人工透析含む）・知的障がい・
　　　　　　　　　　　　　　　　精神障がいの方
　　　　　　利用できる目的：定期受診などでの通院及び入退院
　　　　　　利用できる時間：月～金曜日（祝日年末年始を除く）の８:３０～１７:００
　　　　　　運行範囲と片道料金：浦臼町内　一律２５０円
　　　　　　　　　　　　　　　　新十津川町中央　１,７００円
　　　　　　　　　　　　　　　　新十津川町花月、奈井江町　　９００円
　　　　　　　　　　　　　　　　滝川市　　　　　２,２００円
　　　　　　　　　　　　　　　　砂川市　　　　　１,６００円
　　　　　　　　　　　　　　　　月形町　　　　　１,８００円　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　美唄市　　　　　２,０００円
　　　　　　利用の申し込み、お問い合わせは浦臼町社会福祉協議会（電話６９－２１８８）へ
　２、安否確認サービス
　　　　対象：在宅で生活する一人暮らしの高齢者や高齢者夫婦世帯、身体が虚弱等で在宅での生
　　　　　　　活に不安がある方
　　　　内容：訪問または電話で定期的に安否確認と健康状態、生活状態を確認し、必要時ご家族
　　　　　　　と連絡をとります
　　　　利用者負担額：１か月１５０円　お問い合わせは介護福祉係（電話６８－２２８８）へ
　３、配食サービス
　　　　対象：ひとり暮らしの高齢者や高齢者夫婦世帯、身体障害者、
　　　　　　　基本チェックリストにより該当する方
　　　　内容：週３回（月・水・金曜日）、昼食に合わせて配達し、利用者の声かけをします
　　　　利用者負担額：１食２００円　お問い合わせは介護福祉係（電話６８－２２８８）へ
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問い合わせ先　浦臼町保健センター　（電話　０１２５－６９－２１００）

インフルエンザ予防接種の
費用を助成しています

　インフルエンザは、１～３日間ほどの潜伏期間の後に、高熱、頭痛、筋肉・関節痛などの症状が急に
現れ、特に高齢な方や小さいお子さん、妊娠中の方は重症化しやすいと言われています。病原ウイルス
は少しずつ変化するため、毎年予防接種を受ける事が必要です。

★高齢者の定期予防接種の助成について

対 象 者：６５歳以上の方
　　　　　６０歳以上６５歳未満の方で、心臓・腎臓・呼吸機能に障害があり身の
　　　　　回りの生活が極度に制限される方（身障手帳１級程度）や、ヒト免疫不
　　　　　全ウイルスにより免疫機能に障害があり、日常生活が不可能な方
効　　果：３４～５５％の発症を阻止し、８２%の死亡を阻止する
接種回数：１回
助 成 額：１名１回１,５００円

※ワクチンが十分な効果を持続する期間は、接種後２週間から約５ヵ月間です。今冬は新型コロナウイ
　ルスの流行により、接種希望者が増加することが予想されるため、早めに接種しましょう。詳細につ
　いては、１０月に全戸配布されたチラシをご覧頂くか、かかりつけ医にご相談ください。

※任意のインフルエンザ予防接種の助成については、対象となる方（生後６ヵ月～今年度高校３年生に
　相当する年齢の方、就学前のお子さんを持つ保護者の方、妊娠中の方）に文書を送付しています。詳
　細については、送付された文書をご覧ください。

【浦　臼　町】浦臼診療所
【奈 井 江 町】奈井江町立国民健康保険病院、方波見医院、岸本内科消化器科クリニック
【砂　川　市】砂川市立病院（内科・循環器内科）、細谷医院、明円医院、村山内科医院、
　　　　　　　すながわ耳鼻咽喉科、砂川慈恵会病院
【滝　川　市】滝川市立病院、石田クリニック、おおい内科循環器クリニック、神部クリニック、
　　　　　　　久保会医院、滝川脳神経外科病院、武田医院、文屋内科消化器科医院
【新十津川町】花月クリニック、空知中央病院
【雨　竜　町】新雨竜第一病院　
【月　形　町】月形町立病院
【歌 志 内 市】勤医協神威診療所
【美　唄　市】あおぞらクリニック、しろした内科・小児科クリニック　　他

※上記にないかかりつけの医療機関での接種を希望される場合は、医療機関又は保健センターにご
相談ください。

定期接種の助成対象となる医療機関一覧
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設
置

質　

問

Ｑ
町
長
答
弁

Ａ

の
で
、
警
察
や
関
係
団
体
と
協

議
を
行
い
、
施
設
を
含
め
た
町

全
体
の
防
犯
力
を
高
め
る
取
り

組
み
と
し
て
、
防
犯
カ
メ
ラ
の

追
加
設
置
の
必
要
性
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　

町
民
の
感
染
拡
大
を
防
止
す

る
対
策
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
町
と
し
て
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

に
関
わ
る
相
談
室
の
開
設
に
つ

い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

今
後
の
対
策
と
し
て
は
、
国

の
感
染
症
対
策
分
科
会
の
提
言

を
基
本
と
し
て
、
北
海
道
が
独

自
に
設
定
し
た
新
た
な
警
戒
ス

テ
ー
ジ
に
沿
っ
た
対
応
が
基
本

と
な
る
。

　

求
め
ら
れ
る
対
応
と
し
て

は
、
新
北
海
道
ス
タ
イ
ル
の
実

践
・
徹
底
な
ど
注
意
喚
起
で
あ

り
、
町
民
に
は
公
共
施
設
利
用

時
の
人
数
制
限
や
使
用
後
の
消

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大

防
止
対
策

質　

問

Ｑ
町
長
答
弁

Ａ
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①
光
ケ
ー
ブ
ル
の
整
備
率
を
１

０
０
％
に
。

②
各
戸
工
事
負
担
を
町
費
で
賄

う
べ
き
で
は
。

①
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
対
し
、「
光
フ
ァ

イ
バ
ー
整
備
に
関
わ
る
要
望

書
」
を
提
出
し
た
後
、
民
設
民

営
方
式
と
公
設
民
営
方
式
の
二

つ
の
整
備
方
式
を
比
較
検
討
し

た
結
果
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
応
地
方
創
世
臨
時
交
付

金
」
の
活
用
、
ス
ピ
ー
ド
感
と

事
務
負
担
の
軽
減
、
整
備
後
の

被
災
リ
ス
ク
な
ど
を
総
合
的
に

勘
案
し
、
民
設
民
営
方
式
を
選

択
し
た
。

　

整
備
率
１
０
０
％
に
つ
い
て

は
、
早
期
着
手
に
向
け
て
事
務

処
理
を
進
め
て
い
る
。

光
回
線
整
備
事
業
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

質　

問

Ｑ

②
光
回
線
利
用
の
受
益
者
負
担

で
あ
る
と
考
え
、
金
銭
的
な
面

で
の
支
援
は
現
在
の
と
こ
ろ
考

え
て
い
な
い
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
教

室
の
実
施
な
ど
ソ
フ
ト
面
で
加

入
促
進
・
普
及
啓
発
し
て
い
く
。

①
町
条
例
の
必
要
性
は
。

②
他
町
村
の
実
体
と
許
認
可
の

内
容
は
。

③
事
業
主
の
現
状
と
農
地
利
用

の
場
合
の
可
否
の
状
態
に
つ
い

て
。

④
税
法
上
の
町
の
税
収
は
ど
の

く
ら
い
か
。

①
本
町
は
都
市
計
画
区
域
が
な

く
、
知
事
の
同
意
を
得
た
景
観

行
政
団
体
と
な
っ
て
い
な
い
た

め
特
段
の
規
制
が
な
く
、
自
治

体
や
近
隣
住
民
等
と
の
調
整
は

設
置
事
業
者
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て

い
る
。

　

今
後
、
景
観
上
の
問
題
が
顕

在
化
し
た
場
合
、
無
秩
序
な
設

質　

問

Ｑ 民
間
業
者
に
よ
る
太
陽
光

発
電
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
設

置
の
実
情
に
つ
い
て

町
長
答
弁

Ａ

置
を
抑
制
す
る
た
め
に
も
規
制

の
必
要
性
を
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
経
過

を
見
守
り
た
い
。

②
本
町
が
主
体
的
に
届
け
出
事

務
を
行
お
う
と
す
る
場
合
、
景

観
行
政
団
体
へ
移
行
し
、
景
観

条
例
な
ど
に
基
づ
き
規
制
を
設

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

空
知
管
内
で
は
長
沼
町
と
栗

山
町
が
当
団
体
と
な
っ
て
い
て
、

景
観
法
に
基
づ
く
届
け
出
を
事

業
者
よ
り
直
接
受
け
付
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

③
農
地
を
利
用
し
た
太
陽
光
発

電
に
関
し
て
は
、
営
農
型
発
電

設
備
と
し
て
農
地
を
農
業
生
産

と
発
電
事
業
で
共
有
す
る
な
ど

要
件
を
満
た
せ
ば
農
地
の
一
時

転
用
の
許
可
を
す
る
が
、
現
在

町
内
で
は
１
件
と
な
っ
て
い
る
。

④
現
状
で
は
、
法
人
７
件
、
個

人
事
業
主
３
件
と
な
り
、
償
却

資
産
の
課
税
状
況
は
、
本
年
度

の
課
税
標
準
額
が
４
，
４
５
７

万
４
，
０
０
０
円
で
、
課
税
額

が
62
万
４
，
０
０
０
円
と
な
っ

て
い
る
。

毒
作
業
な
ど
、
ご
不
便
を
お
か

け
し
て
い
る
が
、
理
解
と
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。

　

相
談
室
に
つ
い
て
は
、
健
康

面
で
の
相
談
や
各
種
支
援
策
な

ど
分
野
に
応
じ
、
各
担
当
所
管

課
で
対
応
し
て
い
る
。
感
染
症

対
策
全
般
の
担
当
は
総
務
課
と

し
、
担
当
も
配
置
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
専
門
部
署
や
専
任
職

員
の
配
置
は
現
在
の
と
こ
ろ
考

え
て
い
な
い
。

町
長
答
弁

Ａ

町政はあなたのために。

議会を傍聴してみませんか？
■町議会の定例会は年４回（３・６・９・12月）開きます。
■町議会の臨時会は、必要に応じて随時開きます。
■難しい手続き不要！名簿に記入するだけで傍聴できます。
お気軽にお越しください。

令和２年第３回定例会は３名の傍聴がありました。
☆ありがとうございました☆
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定
で
す
。）

①
町
道
裏
通
線
は
草
原
線
に
抜

け
る
町
道
だ
が
、
住
宅
の
玄
関

前
ぎ
り
ぎ
り
に
車
が
走
る
た
め
、

道
路
の
拡
張
及
び
改
良
工
事
、

安
全
啓
蒙
の
標
識
設
置
の
考
え

は
な
い
か
伺
う
。

②
コ
ン
ビ
ニ
横
の
道
路
が
未
舗

装
の
状
態
で
あ
り
、
環
境
・
衛

生
面
で
良
く
な
い
と
思
う
が
町

長
の
考
え
を
伺
う
。

①
町
道
裏
通
線
の
聖
園
川
か
ら

町
道
草
原
線
間
は
、
過
去
に
も

改
良
計
画
を
検
討
し
た
が
、
改

良
に
は
10
ｍ
程
度
の
用
地
幅
が

必
要
で
、
他
経
費
も
含
め
費
用

対
効
果
が
期
待
で
き
ず
、
当
面

は
舗
装
や
側
溝
の
修
繕
を
行
い
、

質　

問

Ｑ 市
街
地
の
道
路
環
境
整
備

に
つ
い
て

安
全
標
識
の
設
置
を
検
討
し
た

い
。

②
コ
ン
ビ
ニ
横
の
道
路
は
町
で

管
理
し
て
い
る
が
、
幅
が
狭
い

た
め
利
用
が
少
な
い
と
思
い
、

舗
装
を
見
送
っ
た
。
し
か
し
、

開
店
後
利
用
者
が
多
く
民
家
側

に
砂
利
が
散
乱
し
た
た
め
、
車

止
め
を
設
置
し
た
も
の
の
、
解

消
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
、
道

路
改
良
舗
装
工
事
を
検
討
し
た

い
。

　

町
道
裏
通
線
は
近
隣
の
方
が

自
分
た
ち
で
道
路
の
補
修
を
行

っ
て
い
る
。
地
権
者
は
用
地
提

供
の
考
え
も
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ

協
議
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

裏
通
線
に
つ
い
て
は
も
う
少

し
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。
当

面
は
安
全
標
識
看
板
の
設
置
を

検
討
し
た
い
。

①
Ｊ
Ｒ
札
沼
線
が
５
月
７
日
の

ラ
ス
ト
ラ
ン
を
待
た
ず
に
急
遽

予
定
を
早
め
、
４
月
17
日
に
廃

線
と
な
っ
た
。
現
在
の
踏
切
は

進
入
防
止
柵
が
設
置
さ
れ
、
踏

切
撤
去
後
の
舗
装
工
事
は
町
道

で
は
２
カ
所
が
工
事
済
み
と
な

っ
て
い
る
。

　

ま
だ
町
内
に
は
た
く
さ
ん
の

未
工
事
の
踏
切
が
あ
り
、
冬
に

向
け
た
除
雪
事
故
防
止
対
策
と

し
て
、
撤
去
、
舗
装
工
事
が
求

め
ら
れ
る
と
考
え
る
が
、
今
後

の
予
定
は
。

②
鶴
沼
地
区
に
は
農
地
を
分
断

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
地

先
の
方
も
工
事
の
施
工
を
要
望

し
て
い
る
が
今
後
ど
う
進
め
て

い
く
の
か
。

③
踏
切
の
一
時
停
止
の
解
除
に

よ
り
、
踏
切
と
隣
接
し
て
い
る

質　

問

Ｑ Ｊ
Ｒ
踏
切
の
今
後
の
予
定

町
道
と
の
交
差
点
に
優
先
順
位

を
表
す
一
時
停
止
の
標
識
が
必

要
と
思
う
が
対
処
を
望
む
。

①
踏
切
線
路
の
撤
去
、
舗
装
工

事
は
11
月
末
を
め
ど
に
完
了
す

る
予
定
。

②
現
在
Ｊ
Ｒ
と
調
査
設
計
業
務

委
託
費
用
の
協
議
を
実
施
し
て

い
る
。

　

今
後
、
撤
去
工
事
の
進
め
方

や
跡
地
利
用
な
ど
住
民
説
明
会

を
開
催
し
、
地
域
の
要
望
を
聞

き
取
り
、
調
整
す
る
。

③
至
急
調
査
を
行
い
、
必
要
で

あ
れ
ば
公
安
委
員
会
に
一
時
停

止
標
識
設
置
の
要
望
や
町
で
区

画
線
を
設
置
し
、
警
戒
を
促
し

て
い
く
。

町
長
答
弁

Ａ

　

国
は
１
，
４
０
０
億
円
あ
ま

り
の
補
正
予
算
を
計
上
し
、
消

費
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
に

対
す
る
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
町
は
ボ
タ
ン
ソ
バ
を
振
興

作
物
と
し
て
力
を
入
れ
て
い
る

が
、
国
の
補
助
金
を
活
用
し
、

消
費
拡
大
に
向
け
た
施
策
を
求

め
る
。

　

農
林
漁
業
団
体
や
品
目
別
団

体
等
に
、
各
団
体
が
主
体
と
な

っ
て
取
り
組
む
販
売
促
進
活
動

に
対
す
る
補
助
と
、
民
間
企
業

等
の
様
々
な
販
路
を
活
用
す
る

事
業
に
対
す
る
補
助
と
な
っ
て

い
て
、
本
町
で
生
産
さ
れ
て
い

る
品
目
も
多
く
対
象
と
な
っ
て

い
る
。

　

現
時
点
で
は
本
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
事
業
者
は
い
な
い

が
、
引
き
続
き
情
報
提
供
、
情

報
共
有
に
努
め
て
い
き
た
い
。

（
現
在
、
ボ
タ
ン
ソ
バ
と
ジ
ビ

エ
の
販
売
促
進
事
業
を
実
施
予

質　

問

Ｑ 国
産
農
林
水
産
物
等
販
売

緊
急
対
策
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

町
長
答
弁

Ａ

再
質
問

Ｑ
町
長
再
答
弁

Ａ

町
長
答
弁

Ａ

▲旧札的駅踏切
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核
ご
み
応
募
の
反
対
の
表
明

を
北
海
道
新
聞
の
町
長
ア
ン
ケ

ー
ト
に
て
答
え
て
い
る
が
、
町

長
は
ど
の
点
を
理
由
と
し
た
の

か
。

　

ま
た
、
全
国
に
は
54
の
原
子

力
発
電
所
が
あ
り
、
核
の
ご
み

を
排
出
し
て
い
る
。
町
長
は
こ

の
発
電
自
体
を
必
要
と
考
え
て

い
る
か
。

　

核
の
ご
み
を
受
け
入
れ
る
と

い
う
こ
と
の
重
大
さ
と
、
町
財

政
を
天
秤
に
か
け
る
よ
う
な
姿

勢
や
考
え
方
に
違
和
感
を
覚
え
、

９
月
中
に
結
論
、
と
い
う
拙
速

さ
に
抵
抗
を
感
じ
た
。

　

必
要
性
に
つ
い
て
は
、
ど
の

発
電
方
式
で
あ
っ
て
も
、
コ
ス

質　

問

Ｑ 北
海
道
新
聞
ア
ン
ケ
ー

ト
、
核
ご
み
応
募
反
対
の

理
由
は

ト
や
二
酸
化
炭
素
の
排
出
、
不

安
定
さ
、
非
効
率
な
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
等
、
問
題
を
抱
え

て
い
る
が
、
最
終
的
に
は
原
発

が
不
要
と
な
る
社
会
を
目
指
し

て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　

核
の
ご
み
を
安
全
な
レ
ベ
ル

に
す
る
の
に
は
10
万
年
か
か
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
作
家
の
サ

ン
・
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
は
、「
我
々

は
先
祖
か
ら
地
球
を
受
け
継
い

で
い
る
の
で
は
な
い
。
子
供

た
ち
か
ら
借
り
て
い
る
も
の

だ
。」
と
表
現
し
て
い
る
。
子

供
た
ち
に
ど
う
残
し
て
い
く
の

か
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
い
方
を

抑
制
す
る
力
が
働
け
ば
、
十
分

に
確
保
で
き
る
。
そ
う
い
う
発

言
を
今
後
と
も
強
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

国
の
言
う
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス

政
策
を
進
め
て
い
く
し
か
な
い

と
思
う
が
、
少
し
で
も
原
子
力

を
減
ら
す
、
な
く
す
方
向
に
声

を
出
し
て
い
き
た
い
。

町
長
答
弁

Ａ

　

本
年
は
戦
後
75
年
。
本
町
町

制
施
行
60
年
の
節
目
と
し
て

「
非
核
・
平
和
の
町
宣
言
」
を

宣
言
し
て
は
い
か
が
か
。

　

町
と
し
て
非
核
・
平
和
に
対

す
る
意
識
を
明
確
に
表
明
し
、

町
民
と
と
も
に
共
有
す
べ
き
も

の
と
思
う
た
め
、
今
年
度
中
を

め
ど
に
実
施
し
た
い
。

　

国
連
で
の
核
兵
器
禁
止
条
約

は
１
２
２
カ
国
が
採
択
、
46
カ

国
が
批
准
し
て
い
る
が
、
日
本

は
被
爆
国
な
が
ら
ま
だ
そ
の
テ

ー
ブ
ル
に
つ
い
て
い
な
い
。

　

道
内
１
７
９
市
町
村
の
う
ち

１
４
８
市
町
村
が
宣
言
を
し
て

い
る
。
60
年
を
機
会
と
し
て
実

施
す
る
と
の
答
え
を
望
む
。

　

60
年
と
合
わ
せ
て
実
施
し
て

い
き
た
い
。

質　

問

Ｑ 本
町
施
行
60
年
に「
非
核
・

平
和
の
町
宣
言
」
を
求
め

る

再
質
問

Ｑ
町
長
再
答
弁

Ａ

町
長
答
弁

Ａ
再
質
問

Ｑ
町
長
再
答
弁

Ａ

　

今
年
の
夏
は
、
国
道
を
走
行

す
る
自
転
車
が
例
年
に
な
く
多

い
。
自
転
車
は
路
側
帯
の
通
行

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、

国
道
２
７
５
号
線
の
路
側
帯
は

雑
草
が
多
く
危
険
。
本
年
に
限

ら
ず
除
草
に
努
め
、
通
行
の
安

全
を
確
保
し
、
国
へ
そ
の
管
理

を
強
く
求
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

平
成
26
年
度
よ
り
、
国
道
の

除
草
は
全
国
的
に
年
１
回
と
す

る
説
明
を
受
け
現
在
に
至
っ
て

い
る
。

　

年
々
除
草
し
な
い
こ
と
に
よ

る
道
路
縁
石
や
歩
道
路
肩
等
の

道
路
環
境
の
劣
化
が
進
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、
道
路
維
持
費
の

確
保
を
国
に
強
く
求
め
て
い
き

た
い
。

質　

問

Ｑ 国
道
２
７
５
号
線
の
路
側

帯
及
び
歩
道
の
草
刈
り
を

求
め
る

町
長
答
弁

Ａ

　（http://www.town.urausu.hokkaido.jp）

議会の活動状況がインターネットでもわかります

←公式ＨＰでこのマークを見つけて下さい。

定例会・臨時会の議決結果、一般質問通告、会議録を公開しています。
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こ
と
し
は
８
月
後
半
か
ら
30

度
を
超
す
猛
暑
日
が
続
き
、
９

月
に
入
っ
て
も
気
温
が
高
い
傾

向
が
続
く
な
ど
気
候
が
変
動
し

て
い
る
。

　

授
業
に
集
中
し
て
取
り
組
め

る
よ
う
に
、
熱
中
症
対
策
と
し

て
も
有
効
な
冷
房
設
備
の
設
置

を
是
非
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

子
供
た
ち
の
た
め
の
安
全
で

快
適
な
学
習
環
境
の
整
備
は
、

学
校
の
設
置
者
で
あ
る
町
、
学

校
の
管
理
者
で
あ
る
教
育
委
員

会
の
重
要
な
責
務
で
あ
る
。

　

学
校
に
お
け
る
熱
中
症
に
よ

る
事
故
が
社
会
問
題
と
な
り
、

本
町
で
も
児
童
生
徒
の
学
習
環

境
の
改
善
を
図
る
た
め
に
、
平

質　

問

Ｑ 小
中
学
校
に
空
調（
冷
房
）

設
備
の
設
置
を

成
30
年
度
、
小
中
学
校
に
天
井

サ
イ
ク
ル
扇
を
整
備
し
た
が
、

天
井
サ
イ
ク
ル
扇
で
の
対
応
に

も
限
界
が
あ
る
の
も
事
実
。

　

近
隣
市
町
で
も
、
空
調
設
備

を
整
備
、
も
し
く
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
で
整
備
す
る

と
い
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
今

後
、
教
育
委
員
会
で
協
議
を
進

め
る
と
と
も
に
、
町
と
連
携
し

て
検
討
し
て
い
く
。

教
育
長
答
弁

Ａ

　

外
食
産
業
の
落
ち
込
み
に
よ

り
、
既
に
牛
肉
、
米
、
バ
タ
ー

な
ど
の
在
庫
が
積
み
上
が
っ
て

い
る
。
米
の
場
合
、
コ
ロ
ナ
に

よ
る
需
要
不
足
で
供
給
過
多
に

な
っ
て
い
て
、
こ
と
し
の
米
価

は
去
年
よ
り
下
が
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。

　

農
家
の
所
得
が
減
る
こ
と
は

離
農
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
の

で
、
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
農

業
者
支
援
は
必
要
と
考
え
る
。

①
米
を
主
要
な
収
入
源
と
す
る

質　

問

Ｑ コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
農
業

者
支
援
を

町
長
答
弁

Ａ 農
家
が
多
い
本
町
で
は
、
的
確

な
状
況
判
断
と
早
目
の
対
策
を

望
む
。

②
世
界
的
に
見
れ
ば
、
中
国
は

水
害
と
バ
ッ
タ
の
被
害
拡
大
で

食
糧
が
不
足
し
始
め
て
い
る
と

い
う
。
中
国
が
食
糧
輸
入
を
拡

大
し
て
い
け
ば
、
食
糧
自
給
率

が
低
く
食
糧
を
輸
入
に
頼
る
日

本
は
た
ち
ま
ち
食
糧
不
足
と
な

る
。
国
に
よ
る
農
家
の
所
得
補

償
の
必
要
性
に
つ
い
て
ど
う
考

え
る
か
。

①
今
年
の
米
の
概
算
払
い
は
、

な
な
つ
ぼ
し
で
は
前
年
比
３
０

０
円
減
の
60
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た

り
１
万
３
，
２
０
０
円
な
ど
、

米
価
が
大
暴
落
し
た
14
年
産
米

に
比
べ
る
と
小
幅
な
引
き
下
げ

と
な
っ
て
い
る
。

　

現
状
で
は
、
経
営
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
下
げ
幅
と
は
考

え
て
い
な
い
が
、
今
後
米
価
の

動
向
や
次
年
度
へ
の
影
響
等
を

含
め
て
注
視
し
必
要
な
対
策
を

と
る
。

②
世
界
規
模
で
の
自
然
災
害
や

バ
ッ
タ
被
害
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
な
ど
農
業
生
産
を
阻
害

す
る
要
因
が
あ
ふ
れ
て
お
り
、

国
内
生
産
を
促
進
す
る
た
め
の

国
に
よ
る
支
援
策
は
当
然
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。

「一般質問」ってなに？
一般質問とは、議員が町の仕事について説明や報告を求めたり、質問をすることです。

浦臼町議会では、年に４回（３月、６月、９月、１２月）一般質問を行っています。どん

なことを質問するかは、町のHPや、チラシでお知らせをしているので、気になる質問が

あったら、ぜひ議会へ来てくださいね！（今はマスクも忘れずに！）
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寄
付
行
為
に
つ
い
て

　

金
銭
や
品
物
を
送
る
こ
と

は
特
定
の
場
合
を
除
い
て
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
有
権
者
が
求
め
て

も
い
け
ま
せ
ん
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◆
浦
臼
町
長
等
の
給
与
に
関
す
る
特
例
措
置
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例
に
つ
い
て　

―
可
決
―

　

職
員
の
不
祥
事
に
対
し
、
指
導
監
督
が
適
正
で
な
か
っ
た
管
理

　

監
督
上
の
責
任
を
明
ら
か
に
す
る
た
め　

◆
浦
臼
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

―
可
決
―

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
な
ど
の
公
布
に
伴
う
改

　

正
◆
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

―
可
決
―

◆
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

―
可
決
―

◆
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更
に

　

つ
い
て　

―
可
決
―

　

加
入
団
体
の
脱
退
に
伴
う
変
更

◆
令
和
元
年
度
浦
臼
町
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
審
査
し
ま
す
。

　

・
決
算
審
査
特
別
委
員
会　

委 

員 

長　

野
崎　

敬
恭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
委
員
長　

静
川　

広
巳

条
例
等
の
審
議
と
結
果

審
議
さ
れ
た
事
件

結
果

と

◎
報
告
事
項

◆
令
和
元
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
の
報
告
に
つ
い

　

て

　

令
和
元
年
度
決
算
に
基
づ
く
普
通
会
計
財
政
健
全
化
判
断
比
率

及
び
下
水
道
事
業
特
別
会
計
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　

３
件
の
意
見
書
案
に
つ
い
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
関
係
各

省
庁
に
提
出
し
ま
し
た
。

○
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た
施
策
の
充
実
・
強

　

化
を
求
め
る
意
見
書

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の
急

　

激
な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

○
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
道
路
の
整
備
等
に
関
す
る
意
見
書

意
見
書

健全化判断比率
令和元年度
　　　（％）

早期健全化基準
　　　　 （％）

①実質赤字比率 ー 15.0

②連結実質赤字比率 － 20.0

③実質公債費比率 △3.8 25.0

④将来負担比率 － 350.0

普通会計財政健全化判断比率

比　　率　　名
令和元年度
　　　（％）

経営健全化基準
　　　　 （％）

①資金不足比率 ー 20.0

下水道事業特別会計資金不足比率

※「－」は、実質収支、連結実質収支が黒字の場合に表
　示されます。

議
会
の
流
れ

◎
議
会
運
営
委
員
会

９
月
８
日

・
第
３
回
定
例
会
の
運
営
に
つ

い
て

◎
全
員
協
議
会

９
月
15
日

・
第
３
回
定
例
会
に
つ
い
て

・
診
療
所
の
協
議
経
過
報
告

・
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
実
施

計
画
に
つ
い
て　

他

10
月
９
日

・
第
４
次
浦
臼
町
総
合
振
興
計

画
（
後
期
基
本
計
画
）
に
つ

い
て 

他

◎
議
会
広
報
特
別
委
員
会

10
月
19
日

・
議
会
だ
よ
り
第
１
７
２
号
編

集
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『
ト
マ
ト
栽
培
と
流
通
の
現
状

（
北
海
道
ア
グ
リ
ル
ネ
サ
ン
ス

（
株
）
視
察
）』

　

北
海
道
ア
グ
リ
ル
ネ
サ
ン
ス

（
株
）
は
ミ
ニ
ト
マ
ト
栽
培
を

主
要
事
業
と
し
、
農
林
水
産
省

の
六
次
産
業
化
・
地
産
地
消
法

に
基
づ
く
事
業
計
画
の
認
定
を

受
け
た
。
令
和
元
年
度
に
食
料

産
業
・
６
次
産
業
化
交
付
金
を

活
用
し
、
延
長
１
０
０
メ
ー
ト

ル
、
２
重
張
り
構
造
の
ハ
ウ
ス

施
設
を
３
棟
整
備
し
、
温
度
の

自
動
管
理
を
行
い
な
が
ら
通
年

栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

主
な
出
荷
先
は
、
イ
オ
ン
や

食
材
宅
配
サ
ー
ビ
ス
等
。
今
後

は
輸
出
も
視
野
に
入
れ
て
い
る

と
の
こ
と
で
、
安
定
出
荷
、
付

加
価
値
の
高
い
商
品
開
発
等
、

事
業
展
開
を
期
待
す
る
。

　

雇
用
の
確
保
に
努
め
、
経
営

の
安
定
化
を
図
り
、
浦
臼
町
の

農
業
の
牽
引
者
と
な
る
よ
う
更

な
る
発
展
を
望
む
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会
報
告

◎令和２年度予算の補正されたもの（専決事項）

◎令和２年度予算の補正されたもの

　
〈
調
査
日
７
月
29
日
〉

『
自
殺
予
防
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
』

　

平
成
18
年
に
「
自
殺
対
策
基

本
法
」
が
施
行
さ
れ
、
各
自
治

体
に
自
殺
予
防
に
対
す
る
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
た
。
本
町
で

は
「
健
康
う
ら
う
す
21
」
を
策

定
し
、
様
々
な
自
殺
予
防
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
た
が
、
平
成

31
年
４
月
に
「
浦
臼
町
自
殺
予

防
対
策
計
画
」
を
新
た
に
５
カ

年
計
画
と
し
て
策
定
し
た
。

　

町
内
で
は
う
つ
病
で
治
療
し

て
い
る
方
が
比
較
的
多
く
、
社

会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
相

談
窓
口
や
地
域
的
な
見
守
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
や
地
域
見
守
り
隊

と
い
っ
た
先
駆
的
な
取
組
を
実

施
し
な
が
ら
社
会
全
体
で
情
報

を
共
有
し
、
今
後
も
リ
ス
ク
低

減
や
、
課
題
解
消
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　

相
談
で
き
る
環
境
の
整
備
や

情
報
発
信
に
向
け
、
各
々
の
関

係
機
関
と
の
連
携
の
充
実
や
必

要
施
策
の
取
り
組
み
を
望
む
も

の
で
あ
る
。

第
３
回
浦
臼
町
議
会
臨
時
会
〔
10
月
９
日
開
催
〕

◆
令
和
２
年
度　

ラ
ウ
ネ
ナ
イ
川
護
岸
改
修
（
第
２
工
区
）
工
事

　

・
契
約
方
法　
　

指
名
競
争
入
札

　

・
契
約
金
額　
　

６
８
２
０
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
消
費
税
額　

６
２
０
万
円
）

　

・
契
約
相
手
方　

三
雄
建
設
株
式
会
社　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
表
取
締
役　

竹
内　

勝
人

工
事
請
負
契
約
の
締
結

会　計　名
（補正番号）

補正後の予算額
（補正額） 補正された主なもの

一 般 会 計
（第７号）

41億8428万5000円
（2億403万6000円）

公共施設ＬＥＤ化改修工事 5000万円
高度無線環境整備推進事業負担金
 1億2500万円
介護サービス提供基盤等整備事業費
補助金 636万9000円

一 般 会 計
（第８号）

43億416万3000円
（1億1987万8000円）

子育て給付金 1115万円
町内事業者事業継続応援給付金
 4800万円
品目横断的販売促進緊急対策事業補
助金 860万円

特
別
会
計

国民健康保険
（第１号）

1億3321万5000円
（1万5000円）会計年度任用職員報酬 1万5000円

後期高齢者医療
（第１号）

4904万6000円
（434万6000円）

後期高齢者医療広域連合納付金
 434万6000円

会　計　名
（補正番号）

補正後の予算額
（補正額） 補正された主なもの

一 般 会 計
（第６号）

39億8024万9000円
（1396万円）

商工事業者持続化支援金 1155万円
商工事業者感染防止対策支援事業補助
金 190万円
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委
員
長　
　
　

野
崎　

敬
恭

　

副
委
員
長　
　

折
坂　

美
鈴

　

委
員　
　
　
　

東
藤　

晃
義

　

委
員　
　
　
　

髙
田　

英
利

編
集
後
記

　

今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
は

世
界
食
糧
計
画
（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
）
が

受
賞
し
た
。
Ｗ
Ｆ
Ｐ
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
大
流
行
に

よ
っ
て
飢
餓
に
苦
し
む
人
が
３

億
人
に
達
す
る
と
警
告
し
て
い

る
。
こ
れ
は
遠
い
国
の
話
で
は

な
く
、
日
本
で
も
毎
日
食
べ
ら

れ
な
い
人
が
い
る
こ
と
を
知
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
一

方
で
食
品
ロ
ス
が
あ
り
、
米
あ

ま
り
が
深
刻
な
の
も
ま
た
事
実

で
あ
る
。

　

今
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
っ

て
何
だ
ろ
う
。
コ
ロ
ナ
禍
で
支

え
あ
う
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん

だ
私
た
ち
は
、
健
康
で
普
通
に

生
き
て
い
け
る
幸
せ
を
噛
み
し

め
な
が
ら
、
地
味
だ
け
ど
種
を

ま
き
、
作
物
を
作
り
続
け
る
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
今
年
は
早
め
に
片
付

け
て
、
温
か
い
温
泉
に
つ
か
っ

て
美
味
し
い
も
の
で
も
食
べ
に

行
き
ま
し
ょ
う
。 

（
折
坂
）

　

今
回
は
、
浦
臼
中
学
校
生
徒

会
会
長
、
副
会
長
の
お
二
人
に

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

浦
臼
中
学
校
生
徒
会

会　

長　

澤
田
楓ふ

う
ま茉
さ
ん(

左)

副
会
長　

北
山
大た

い
と翔
さ
ん(

右)

①
生
徒
会
で
は
ど
ん
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
か
？
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
は
あ
り
ま
し
た
か
？ 

澤
田
会
長
（
以
下
、
会
長
）

　

陸
上
記
録
会
で
の
生
徒
会
企

画
や
、
学
校
祭
運
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
今
年
は
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
中
止
と
な
り
、

今
は
学
校
祭
と
ウ
ィ
ン
タ
ー
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
代
わ
る
行
事

を
、
規
模
を
縮
小
し
た
形
で
計

画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

②
授
業
や
部
活
で
困
っ
て
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？

北
山
副
会
長
（
以
下
、副
会
長
）

　

部
活
中
は
マ
ス
ク
を
は
ず
し

て
い
る
の
で
、
大
き
な
問
題
は

あ
り
ま
せ
ん
。

③
浦
臼
町
の
好
き
な
と
こ
ろ
、

嫌
い
な
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す

か
？

会
長　

好
き
な
と
こ
ろ
は
自
然

と
ふ
れ
合
え
る
機
会
が
多
く
て

心
が
落
ち
着
く
と
こ
ろ
、
都
会

と
違
っ
た
体
験
が
で
き
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

友
人
と
遊
ぶ
と
こ
ろ
が
な
い

の
は
不
便
だ
な
と
思
い
ま
す
。

④
将
来
、
浦
臼
町
に
住
み
た
い

で
す
か
？ 

会
長　

ク
ラ
ス
の
人
た
ち
は
、

自
然
が
あ
っ
て
空
気
が
良
い
か

ら
住
み
た
い
と
い
う
人
、
田
舎

だ
か
ら
住
み
た
く
な
い
と
い
う

人
が
い
て
、
都
会
に
出
た
い
と

い
う
人
が
多
か
っ
た
で
す
。

　

個
人
的
に
は
親
が
い
て
、
自

然
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
都
会

と
は
違
う
体
験
が
で
き
る
の
で
、

浦
臼
に
い
た
い
と
い
う
気
持
ち

も
あ
り
ま
す
が
、
仕
事
な
ど
生

活
の
面
で
考
え
る
と
都
会
に
出

た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

副
会
長　

家
業
に
つ
い
て
家
族

と
よ
く
話
は
し
ま
す
。
理
由
は

聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

家
族
は
家
の
仕
事
は
継
が
な
く

て
も
良
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

⑤
議
会
を
見
に
来
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
？
ま
た
、
議
会
だ
よ

り
を
読
ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？

副
会
長　

授
業
の
一
環
で
見
ま

し
た
。
内
容
が
充
実
し
て
い
て
、

中
学
校
の
生
徒
会
議
会
な
ど
で

も
参
考
に
し
た
い
と
思
う
よ
う

な
内
容
で
し
た
。
共
感
す
る
と

こ
ろ
も
多
か
っ
た
で
す
。（
議

員
の
方
に
？
）
そ
う
で
す
ね
。

議
会
だ
よ
り
は
読
ん
だ
こ
と
が

な
い
で
す
。

会
長　

広
報
は
た
ま
に
見
ま
す

が
、
議
会
だ
よ
り
が
あ
る
と
い

う
の
を
実
は
知
ら
な
く
て･･･

。

で
も
、
自
分
の
町
の
こ
と
な
の

で
、
ど
う
い
う
話
を
し
て
い
る

の
か
な
と
い
う
の
は
気
に
な
り

ま
す
。

⑥
も
し
も
自
分
が
町
長
に
な
れ

る
と
し
た
ら
何
を
し
た
い
で
す

か
？

会
長　

お
祭
り
な
ど
楽
し
い
行

事
を
も
っ
と
盛
大
に
し
て
他
の

町
の
人
達
に
も
浦
臼
の
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
え
た
ら
い
い
な
と

思
い
ま
す
。

副
会
長　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
だ
っ
た
り
、
娯
楽
と
し
て
楽

し
め
る
施
設
な
ど
を
つ
く
り
た

い
な
と
思
い
ま
す
。

会
長　

浦
臼
は
自
然
が
売
り
な

と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
を

Ｐ
Ｒ
し
て
他
の
町
か
ら
来
て
も

ら
う
、
住
ん
で
も
ら
う
の
が
一

番
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思

い
ま
す
。

　

ピ
ュ
ア
な
ハ
ー
ト
で
自
分
の

将
来
に
つ
い
て
考
え
始
め
て
い

る
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。
子
供

た
ち
が
帰
っ
て
き
た
く
な
る
町

づ
く
り
と
、
中
学
生
に
も
読
ん

で
も
ら
え
る
議
会
だ
よ
り
を
つ

く
る
の
が
当
面
の
目
標
に
な
り

そ
う
で
す
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
！
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～　こころのストレスはありませんか　～

　新型コロナウイルス感染拡大やそれに伴う影響によって、不安や疲れを感じている方がいらっしゃる

のではないでしょうか。感染したらどうしよう…楽しみにしていたコンサートが中止になった…友達や

家族と会えない…会社は倒産しないかな…など不安な気持ちになっていませんか。このようなストレス

状態が長く続くと、気持ち、体、考え方に、さまざまな変化があらわれることがあります。

　このような状態が数週間続くことがありますが、大変な経験をした時に、多くの人に起こる正常な反

応です。自然に回復していくことがほとんどですが、気持ちを誰かに話したり、相談することで辛さが

和らぐことがあります。

ストレスを感じたら…

・決まった時間に寝る、食べる、着替える、ストレッチするなど、毎日の基本的な生活リズムを崩さな

　いよう心がける。

・刺激的なメディアの情報は受け流す。

・心配ごとや不安に思っていることは書き出してみたり、友人や親族などとの会話で気持ちを伝えてみ

　る。会えない時は、電話などを使用するのもお勧めです。

それでも辛い時は、誰かに相談しましょう

　だれかに相談したいと思っていても、｢みんな大変だから｣と、相談することをためらっていませんか？

そんなときは、決してひとりで悩まず、専門の相談機関を利用しましょう。

～相談窓口～

・浦臼町保健センター　電話：０１２５－６９－２１００ （平日８:３０～１７:１５）

・北海道滝川保健所　電話：０１２５－２４－６２０１（平日９:００～１７:００）

・北海道精神保健福祉センター　電話：０１１－８６４－７１２１（平日９:００～１７:００）

　こころの電話相談専用ダイヤル　電話：０５７０-０６４-５５６（匿名で相談可能）

　（平日９:００～２１:００ 土日祝１０:００～１６:００ ※１２月２９日から１月３日を除く）

・北海道いのちの電話　電話：０１１－２３１－４３４３（２４時間、匿名で相談可能） 

・よりそいホットライン　電話：０１２０－２７９－３３８（２４時間、通話料無料）

※相談先を探す際には、新型コロナウイルス感染症対策支援情報ナビも参考にしてください。

　（URL：https://corona.go.jp/info-navi/）

～体の変化～

・疲れやすい

・めまい、頭痛、肩こり

・吐き気、胃痛

・食欲不振や過食

・夜眠れない

・同じ夢を繰り返して見る

～気持ちの変化～

・涙もろくなる

・イライラする

・気分の浮き沈みが激しい

・投げやりになる

・不安や緊張が高い

・誰とも話す気にならない

～考え方の変化～

・考えがまとまらない

・同じことを繰り返し考える

・記憶力が低下している

・皮肉な考え方になる
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１１月は「児童虐待防止推進月間」です
児童虐待は社会全体で解決すべき問題です

　厚生労働省では毎年１１月を「児童虐待防止推進月間」と定め、家庭や学校、地域等の社会全般にわ
たり、児童虐待問題に対する深い関心と理解を得ることができるよう、期間中に児童虐待防止のための
広報・啓発活動など種々な取組を集中的に実施しています。
【児童虐待とは？】
　＊身体的虐待 ～ 殴る、蹴る、叩く、激しく揺さぶる、やけどを負わせる　など
　＊性 的 虐 待 ～ 子どもへの性的行為、性的行為を見せる　など
　＊ネグレクト ～ 家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にする、
　　　　　　　 　 自動車の中に放置する　など
　＊心理的虐待 ～ 言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別的扱い、
　　　　　　　　  子どもの目の前で家族に対して暴力をふるう（ＤＶ）など
「しつけ」が行きすぎると虐待に当たることもあります。
【虐待かも？と思ったら･･･】
　児童虐待かもと思ったらすぐに相談（通告）してください。
　あなたの１本の電話で救われる子どもがいます。
　※虐待の現場を見ていなくても構いません。
　※相談は匿名で行うことも可能です。相談者や相談内容に関する秘密は守られます。

【児童虐待に関する相談先】
　・児童相談所全国共通ダイヤル　　　電話 189
　・岩見沢児童相談所　　　　　　　　電話 0126－22－1119
　・浦臼町長寿福祉課子育て支援係　　電話 0125－69－2100

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間
　法務局では、女性の人権についての専用相談電話「女性の人権ホットライン」を設置しています。夫
やパートナーからの暴力やセクハラなど女性の人権に関する悩みをご相談ください。
　また、令和２年１１月１２日（木）から１１月１８日（水）までは、「全国一斉『女性の人権ホット
ライン』強化週間」です。期間中は、平日の受付期間を延長し、土日も対応します。

女性の人権ホットライン　０５７０－０７０－８１０ 　　　
◆受付時間　　　平日　午前８時３０分～午後５時１５分（年末年始を除く）
　◆強化週間中の受付時間　　　１１月１２日（木）・１３日（金）・１６日（月）～１８日（水）
　　　　　　　　　　　　　　　午前８時３０分～午後７時
　　　　　　　　　　　　　　　１１月１４日（土）・１５日（日）午前１０時～午後５時

ゼロナナゼロのハートライン

（全国共通ナビダイヤル）

広
　
告

（固定金利・保証料含む）　（平成２７年４月１日現在）

※融資条件を変更する場合は、手数料がかかる場合があります。
※保証会社の審査によって、ご希望に添えない場合があります。
※詳しくは当金庫本支店窓口にお問合わせください。

・ご融資額　５００万円以内　・ご利用期間　１０年以内

ご融資金利　年５.０％、年７.０％、年９.０％、年１４.０％
他金融機関、クレジット、消費者金融で

ご利用中のローンの借換もOK

http://www.shinkin.co.jp/hokumon/

※ご融資金利は保証会社の審査のうえで決定させていただきます。
※さらにお取引内容によって上記金利より年０.２０％優遇いたします。

北門信用金庫　浦臼支店　TEL ６８－２０１１

ふれあいを大切にする



国民健康保険税は納期内に必ず納めましょう!!

KOUHOU
URAUSU
Ｒ２.11

17

浦臼町立診療所からのお知らせ

　新型コロナウィルスの感染防止対策として、３７.０度以上の発熱がある人は診療所に行く前に必ず
電話をして、医師の指示に従ってください。
　お問い合せ　浦臼町立診療所（０１２５－６８－２１０１）
　他の患者さんや診療所スタッフ、町民を守るためにご協力をお願いいたします。

狩猟期間中における道有林への入林自粛について

　エゾシカ狩猟期間中（１０月１日～３月３１日）は、多くの狩猟者が道有林へ入林します。
　狩猟に伴う事故防止のため、この期間の狩猟目的以外での入林はお控えくださるようお願いします。
　エゾシカによる森林等被害を低減するため、皆様のご理解とご協力をお願いします。
【お問合せ先】北海道空知総合振興局森林室管理課管理係（電話番号：０１２６－２２－１１５５）

国民
年金

１１月３０日は「年金の日」です！
　厚生労働省では、国民お一人お一人、ねんきんネット等を活用しながら、高齢期の生活
設計に思いを巡らしていただく日として、１１（いい）月３０（みらい）日を「年金の日」
としました。
　この機会に、ねんきん定期便やねんきんネットで、ご自身の年金記録と年金受給見込額を確認し、未
来の生活設計について考えてみませんか。
　ねんきんネットをご利用いただくと、いつでもご自身の年金記録を確認できるほか、将来の年金受給
見込額について、ご自身の年金記録を基に様々なパターンの試算をすることもできます。
　ねんきん定期便やねんきんネットについては、日本年金機構ホームページでご確認いただくか、専用
ダイヤル（℡０５７０－０５８－５５５）にお問い合わせください。

※新型コロナウイルス感染拡大の影響により、受付期間及び試験日が変更・延期される場合があります。
詳しくは、自衛隊札幌地方協力本部滝川地域事務所まで　℡　０１２５－２２－２１４０
「URL　http : //www.mod.go.jp/pco/sapporo」

自 衛 官 募 集
募集項目 資格 受付期間 試験日

陸上自衛隊
高等工科
学校生徒

・令和３年４月１日現
在、１５歳以上１７歳
未満の男子で、中学卒
業又は中学校卒業見込
みの者（平成１６年４
月２日から平成１８年
４月１日までの間に生
まれた者）

令和２年１１月１日

令和３年１月６日

１次：令和３年１月23日

２次：令和３年２月４日～令和３年２月
　　　 ７日までの間の指定する１日

合格発表：令和３年２月１８日

自衛官
候補生
（女子）

１８歳以上
３３歳未満の者
現在３２歳の方は生年
月日により応募の可否
が変わります。
詳しくはお問い合わせ
ください。

年間を通じて行ってお
ります。
第５回〆切
令和２年１２月１１日
第６回〆切
令和３年１月２０日

第５回：令和２年１２月１８日、１９日
第６回：令和３年１月３０日

自衛官
候補生
（男子）

第５回：令和２年１２月１８日、１９日
第６回：令和３年１月２９日、３０日
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「忘れていませんか？相続登記！！」
～ 相続登記促進取組強化月間（１１月）のお知らせ ～

　札幌法務局と札幌司法書士会は、１１月を「相続登記促進取組強化月間」と定めて、相続登記の促進
を図るために取り組みます。
　不動産（土地・建物）の相続登記をしないで放置していると、相続人の間でのトラブル、所有者不明
の土地問題、空き家問題等の様々な社会問題発生の原因となるため、不動産の相続登記をお済みでない
方は、不動産の所在地を管轄する法務局に申請をしていただくようお願いします。
　なお、相続登記の申請に当たっては、以下のサービスをご利用すると便利です。

札幌司法書士会の「相続登記相談専用ダイヤル」（１１月限定）
　相続登記促進のために開設する１１月限定の専用相談ダイヤルです（相談料無料）。

【特設ダイヤル】℡　０１１－５２２－５５７６
１１月の平日１０時から１６時まで

法務局の「登記手続案内」（完全予約制）
　申請書様式や必要な添付書類の種類などについて御案内します。
　　※　個別具体的な内容の相談については、上記の「相続登記相談専用ダイヤル」を御利用ください。

【予約・問合せ先】　　　　　　　　　　
　札幌法務局 滝川支局 　　　　　　　　
℡　０１２５－２３－２３３０　　　　
平日の８時３０分から１７時１５分まで

18

N FACEEW
ニュー
 フェイス 今年度から浦臼町に着任・就職された方々を紹介します。

「広報にでてた人だ！」って気軽に声をかけてください。

三部　　航さん
さん べ 　　　 わたる

①浦臼町役場 長寿福祉課 介護福祉係　　②岩見沢市
③スポーツ、映画鑑賞、野球
④自然がたくさんあるイメージです！あとはぶどうのワインという印象です。
　中学生の時には浦臼町ふるさと運動公園球場にて試合を行ったことがあり、野
球場の印象が残っております。
⑤これからは幅広い分野で活躍できるよう頑張りたいと思います。
　また町民のみなさんと共に浦臼町を盛り上げていきたいと思います！！

①勤務先　　　　　②出身地　　　　③趣味・特技
④浦臼町の印象　　⑤今後の抱負プロフィール

白木　祥太さん
しら き 　 しょうた

①浦臼町役場 総務課 庶務係　　②滝川市
③ドライブ、食べ歩き
④ワイン用ブドウの作付面積やエゾシカの食肉加工など時代に流されないよう新
しい事に挑戦している印象です。
⑤新しい環境に期待を持ちながら、浦臼町と浦臼町民の皆様に信頼していただけ
る人物になれるよう職務に励みたいと思います。



限りある水資源を大切に!節水にご協力をお願いします!

KOUHOU
URAUSU
Ｒ２.11
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町政懇談会

　町民の皆さまの声を広く聞き、町政運営に役立てるため、次の日程で町政懇談会を開催いたします。
　ご意見やご要望などを直接お伺いする機会ですので、多くの町民の皆さまのご参加をお待ちしており
ます。都合のつく時間・会場へお越しください。
１．開催日時及び場所
　　１２月２日（水） 午後２時 鶴沼改善センター
　　１２月３日（木） 午後２時 晩生内地区コミュニティセンター
　　１２月４日（金） 午後２時・午後６時 役場１階集会室　※２回開催
２．予定議題
　　光ファイバ整備事業　ほか
３．お問合せ先
　　総務課企画統計係　電話６８－２１１１

浦臼町定住支援制度

　浦臼町では定住人口増加や地域の活性化を促進するため、様々な支援を行っています。
　今号では、町内の空き家・空き地の賃借・売買情報を提供する「浦臼町空き家・空き地バンク制度」
についてご紹介します。
浦臼町空き家・空き地バンク制度
　町内の空き家・空き地を所有している方に情報を登録していただき、移住・定住希望者へホームペー
ジや役場窓口などで情報を提供する制度です。（情報の公開や連絡調整のみで、物件の仲介・あっせん・
交渉・契約は行いません。）
利用手続の流れ
１．空き家・空き地を貸したい、売りたいとお考えの物件所有者の方から登録申請書を提出して頂きます。
２．内容を確認し、適当と認められると登録台帳に登録されます。
３．登録された物件は、町のホームページや役場窓口などで情報を発信します。
４．借りたい、買いたいとお考えの方は、利用申込書を提出して頂きます。
５．利用申込みがあったことを物件所有者に連絡します。
６．当事者間で交渉・契約を行っていただきます。
登録物件情報

　助成の対象者や制度の詳細、その他定住支援制度についてはホームページをご覧いただくか、総務課
企画統計係（℡６８－２１１１）までお問合せください。
浦臼町定住促進住宅取得応援助成 浦臼町空き家・空き地バンク制度 その他子育て支援制度

「広報うらうす」に広告を載せてみませんか？「広報うらうす」に広告を載せてみませんか？「広報うらうす」に広告を載せてみませんか？

広告主募集中広告主募集中広告主募集中
１号広告　　縦４㎝×横15㎝  4,000円
２号広告　　縦４㎝×横　7㎝  2,000円
問い合わせ　役場総務課企画統計係

希望価格 所在地 土地面積 バンク登録年月

３０万円 字浦臼内１７３番地８８ ８０９. ５３平方メートル（約２４５坪） ２０２０年７月
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昔から虫が苦手です。寒くなったので若干少なくなり
ましたが、それでもまだまだ彼らは健在です。役場の
外作業でも虫に遭遇する機会は減りましたが、最近は
細いトンボを大量に見かけます。隙間にびっしりとま
っていたりするので、物を動かした時などに急に出て
きて心臓に悪いです。そこにカメムシも加わっている
場合もあり、僕の心理的ストレスは増大するばかりです。
夏以上にびくびくしながら外作業をしている気がしま
す。自宅でも草刈り・除草剤・殺虫剤のフルコンボを
何セットか行っていますが、このストレスから解放さ
れるためにも、虫の心配がいらない冬が早く来てほし
いと願う日々が続いています。

編 集 後 記

最終処分場放流水水質検査結果（9月分）

お知らせします！

項目

採取日

水素イオン
濃度 浮遊物質量 生物化学的酸素要求量

化学的
酸素要求量 全窒素

〔ｐＨ〕 〔ＳＳ〕 〔ＢＯＤ〕〔ＣＯＤ-Ｍｎ〕〔Ｔ－Ｎ〕

7.7 3.6 5.401未満 1.1
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9月9日（水）

　優良運転手のみが受講できる講習会で、ご自
宅に「運転免許証更新連絡書」が届きますので、
砂川警察署等で更新の手続き（申請等）を済ませ、
「優良講習」対象者に該当するかどうか確認の上、
受講してください。
　更新手続きは、誕生日の前後合わせて２ヶ月
間の間に行ってください。

と　き　１１月１９日（木）・午後６時から
ところ　奈井江町文化ホール（ＪＲ奈井江駅前）

おくやみ申し上げます
　　　　　　　　　　　　　　　９月20日森　川　　　江さん　　89歳　　　　　　　　　　　　　　　鶴沼第２
　　　　　　　　　　　　　　　９月21日浅　木　文　雄さん　　61歳　　　　　　　　　　　　　　　浦臼第２
　　　　　　　　　　　　　　　９月25日伊　藤　幸　子さん　　89歳　　　　　　　　　　　　　　　浦臼第３の２
　　　　　　　　　　　　　　　９月26日木　村　壽　實さん　　92歳　　　　　　　　　　　　　　　浦臼第７
　　　　　　　　　　　　　　　10月10日山　本　みね子さん　　96歳　　　　　　　　　　　　　　　鶴沼第３

○故人の生前のお礼として
・横　井　正　男　　　　　　　浦臼第３の２
（故　伊　藤　幸　子さん） ５万円

・重　田　和　恵　　　　　　　札幌市
（故　木　村　壽　實さん） ５万円

・浅　木　拓　也　　　　　　　浦臼第２
（故　浅　木　文　雄さん） ４万円

ご厚志ありがとうございます
社会福祉協議会へ

は　

は

つ
ま

男　 850人（+1人） 女 　915人（－2人）
計　1,765人（－1人）世帯数 845戸（－3戸）

（　）内は前月との比　■９月末現在


